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▼椅子のデザイン
提案した立礼用椅子「桜椅子」は、直線的なラインを避け、全体を曲線で構成したデザインとし
た。桜の繰り返しモチーフを特徴とし、脚部には桜の断面形状、背もたれには桜形の抜きを用い
て表現している。アームと背もたれの縁、台輪には共通ディテールとして片銀杏面を取り入れた。

▼椅子の組立方
脚材・アーム・台輪は削り出し、背もたれは成形合板に桜型のくり抜き加工を施す。
はじめに側面を接合する。前脚とアーム、横台輪を接合した後、後脚を接合。後脚
について、アームはダボ継ぎ、横幕板はもろほぞ継ぎで固定する。次に背もたれ、
前台輪・後台輪を同一工程で接合する。最後に背もたれクッション、座面をはめる。

▲椅子組立図 ▲後脚隅木組立図

▲ 立礼式「桜椅子」原寸図


